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研究に関するホームページ上の情報公開文書 

 

研究課題名：小児科外来で末梢静脈カテーテル留置後に緊急入院した患児におけ

る Catheter Failure の発生状況および関連因子の検討 

 

本研究は藤田医科大学の医学研究倫理審査委員会で審査され、学長の許可を得て実施してい

ます。 

 

１．研究の対象  

2025 年 8月 1日から 2025 年 12月 31日までに藤田医科大学岡崎医療センター小児科外来で

末梢静脈カテーテル（Peripheral Intravenous Catheter：PIVC）を留置後、緊急入院となっ

た 6歳以下の患児 

 

２．研究目的・方法・研究期間 

1) 研究目的 

末梢静脈カテーテル（PIVC）は、小児医療において輸液療法や薬剤投与のために最も頻

繁に使用される血管アクセスですが、小児では血管径が細く、体動が多いことなどから、

血管外漏出や閉塞、静脈炎、偶発的抜去などの末梢静脈カテーテル機能不全（Catheter 

Failure：CF）が生じやすいことが知られています。 

当院では、小児科外来で PIVC を留置した後に緊急入院となる患児が多く、入院後は病

棟で継続して PIVC 管理が行われています。しかし、外来で把握したリスク情報を病棟へ

引き継ぐための標準化された方法は十分に整備されていません。 

本研究では、小児科外来で留置された PIVC における Catheter Failure の発生状況お

よび関連因子を明らかにし、外来から病棟まで継続した PIVC 管理体制の構築や、小児看

護の質向上に役立てることを目的としています。 

。 

2) 調査方法 

電子カルテに記録された診療情報を収集し、統計学的に解析を行います。患者さんに新

たにご負担いただくことはありません。 

3) 研究期間 

倫理審査委員会承認日から 2031 年 3 月 31 日 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

電子カルテから、患者背景（年齢、性別、診断名）、PIVC 留置関連情報（穿刺回数、穿



刺実施者、超音波ガイド使用の有無、留置部位、留置カテーテルのゲージ数、固定テープ

の種類、シーネ固定の有無）、治療関連情報（輸液製剤、輸液流量）、Catheter Failure（CF）

の有無、CF の内容（血管外漏出、閉塞、静脈炎、偶発的抜去）および計画外抜去の理由に

関する診療情報を収集します。 

４．外部への試料・情報の提供   

ありません。  

５．研究組織 

研究機関の長：藤田医科大学 学長 岩田仲生 

研究責任者：藤田医科大学岡崎医療センター 看護部 看護師 菅沼木綿子 

研究分担者：藤田医科大学         医学部 小児科学 河村 吉紀   

藤田医科大学岡崎医療センター 地域医療連携部 看護長 三浦慎太郎 

６．除外の申出・お問い合わせ先 

情報が本研究に利用されることについて、研究対象となる方又は代諾者の方にご了承い

ただけない場合は、研究対象から除外いたします。その場合でも、診療上の不利益を受け

ることは一切ありません。 

また、本研究に関するご質問がございましたら、下記までお問い合わせください。さら

に、ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲で、

研究計画書及び関連資料を閲覧することができます。 

 

照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先：  

藤田医科大学岡崎医療センター 看護部 外来 看護師 菅沼木綿子 

〒444-0827 愛知県岡崎市針崎町西 2丁目 6番地 1 

Email：yuko.suganuma@fujita-hu.ac.jp 

 

本研究は、企業等からの資金提供は受けていません。また、この研究に関連する企業と研究

者等との間に、開示すべき利益相反はありません。 


